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令和２年度 第１回

群馬県公共工事総合評価落札方式審査委員会 審議概要

開 催 日 時 令和３年 ２月１５日（月）１０：００～１１：００

開 催 場 所 群馬県庁２９階第１特別会議室

出 席 委 員 委員長 紺 正行（弁護士）

委員 佐藤 佳子（税理士）

委員 田中 恒夫（前橋工科大学教授）

委員 髙橋 利恵（前橋工科大学教授）

委員 田中 英紀（群馬工業高等専門学校教授）

委員 荒川 佳子（国土交通省高崎河川国道事務所副所長）

審議報告事項 審議事項

（１）総合評価落札方式における災害対応に係る加点内容及び配点の変更に

ついて

（２）農政部の実施する総合評価落札方式の評価点算定基準の制定（試行）

の変更について

（３）総合評価落札方式における建設業キャリアアップシステム利用促進に

係る加点項目の新設及び評価点算定基準の制定（試行）について

報告事項

（１）太田市に係る総合評価落札方式の意見聴取について

（２）委託に係る総合評価落札方式の実施状況について

審 議 報 告 事務局から資料に基づき説明がなされた。

委員からの意見・ 意見・質問 回 答

質問、それに対

する回答等 別紙のとおり 別紙のとおり

委員会による 特になし。原案のとおり承認。

意見聴取
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審 議 事 項 に 関 す る 審 議 概 要

（１）総合評価落札方式における災害対応に係る加点内容及び配点の変更について

【委 員】災害時出動等の加点が低下しているのは、事業継続の評価を加点するため

に変えたということか。

【事務局】そのとおりです。

【委 員】災害とは自然災害に限定しているのか。現在、群馬で流行してる豚熱や鳥

インフルエンザについては、対象にはならないのか。

【事務局】農政部の試行では加点を継続する予定です。県土整備部では自然災害を、

農政部では自然災害に加え豚熱なども対象としています。

【委 員】今回の改正で、対象を地方自治体・県外も対象とし、経験のある除雪や噴

火災害を得意とする業者が県外へ出動するなどして補完し合うということか。

【事務局】そこまでの考えはないが、遠く不慣れなところまで出動するのに加点が少

ない不合理を是正するものです。

【委 員】ＢＣＰ加点の「０．３点」は全体の点数での割合的にはどのようなものか。

加点が少ないのではないか。

【事務局】技術評価の割合が低下しないように、企業評価点中最も類似している災害

出動等の評価点を今回導入のＢＣＰを含めて全体で同じにすることで、ＢＣＰ

を取得すれば以前と同じ評価点を得られる配点としました。

災害協定の締結により、発災に向けての準備や待機を行っても加点は０．５点

であるので、その均衡も図った結果です。

【委 員】加点対象を市町村管理の社会資本にも拡大しているが、どのような書類で

確認するのか。

【事務局】契約書・発注書や請負金の授受などで確認し、きちんと証明があるものに

ついて加点を実施します。
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（２）農政部の実施する総合評価落札方式の評価点算定基準の制定（試行）の変更につい

て

【委 員】県外への出動については対応していないのか。

【農政部】県土整備部と同様に協会経由で他県から要請があれば出動します。

（３）総合評価落札方式における建設業キャリアアップシステム利用促進に係る加点項目の

新設及び評価点算定基準の制定（試行）について

【委 員】ＢＣＰや今回のＣＣＵＳを評価するために他の項目の点数を減らすとモチ

ベーションが下がるのではないか。

【事務局】評価算定基準は技術的な部分と社会貢献等の部分の評価点の２つに分かれ

ています。いろいろな加算を合計し加点割合で割り返す方式もありますが、技

術的部分を分離できないため、相対的に技術に関する評価点の割合の低下とな

ります。本県の総合評価落札方式は、価格が高くても技術的に良い業者を選定

する方法であって、社会的貢献は多く実施するが技術的に劣る業者を選定する

ことは趣旨に反します。このため、価格以外の評価点を２０点もしくは１５点

に固定して、変更しないという立場を取っています。

【事務局】今回の加点は、やっていないと従前の評価点を得られなくなるという減点

的要素です。労働者や技術技能者の処遇改善を図らない業者、未導入業者は以

前と同じ評価点を得られない配点としました。

【委 員】業者の定年制については配慮しているのか？建設業界の高齢化について問

題になっていると聞いているが。

【事務局】現在のところ考えていません。高齢だと俊敏性が劣るところとなり、体力

的限界から離職する方がほとんどです。土木では技量が必要なケースも多く、

ＩＣＴなどの先端技術の導入も図っていますが、ベテランに頼るところもあり

ます。出来るだけ若い人が社会保障等安心して入職し長続きするためにキャリ

アアップシステムを活用してもらうというインセンティブを考えました。



- 4 -

報 告 事 項 に 係 る 質 疑 概 要

（１）太田市に係る総合評価落札方式の意見聴取について

（２）委託に係る総合評価落札方式の実施状況について

【委 員】（発言無し。）


